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６月２０日（土）１学期最大の行事である体育祭を実施しました。

今年度はコロナウイルス感染症の影響で日程を短縮し、午前中の開

催となりました。今年度のテーマは『 Evolution ～進化～ 』。朝から肌寒い天気でしたが、生徒たちは熱

戦を繰り広げました。最終結果は総合力で上回った２年次が３年次の追随を許さず優勝を飾りました。２年

次のみなさん、おめでとうございました！３年次は準優勝でしたが、入場行進や応援合戦等で、随所に最高

学年として進化した姿を見せてくれました。また１年次は準備期間が短かったにもかかわらず、行進や応援

合戦では見事なパフォーマンスを見せてくれました。

６月３０日（火）１年次は環境教育講座を行いまし

た。地域の衛生処理場（エコクリーンアフイ）を見

学したことで、生徒たちは環境問題が自分たちの生

活と密接な関係があることをより意識することがで

きました。

【生徒の感想】

『分別されずに運ばれてくるゴミが８割もあると聞

いて、私はもっとゴミを分別して出すことに気を

つけなければならないと思いました。』（男子）

『ゴミの焼却には朝の８時から夜の１２時までかか

りゴミの量が年間６,３５９トンもあって驚いた。

普段から普通にゴミを捨てているけど、一度洗っ

てからペットボトルなどのゴミを捨てていこうと

思う。』（女子）
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６月１３日（土）青森県高等学校夏季サッカー

競技大会予選会が行われました。本校チームは

板柳高校と合同で出場し、五所川原高校を相手

に善戦しました。点差が離れても最後まで諦め

ずにボールに向かっていく姿は大変立派でした。

【結果：１回戦】

深浦校舎・板柳 ０ － ８ 五所川原

【最後の大会を終えて】

『最初で最後の大会は予選で敗退してしまい残

念な結果になりましたが、３年間努力してきて、最後の試合で何度か惜しいシーンを演出することが出来

たので良かったと思います。応援してくれた皆さんありがとうございました。』（前主将）

『私たちは少ない人数の中で練習してきました。試合本番では花粉症で目が腫れたりと十分な力は出せません

でしたが、前半を走りきることができました。来年出場することができれば、一試合フル出場し、全力でプ

レーしたいです。』（新主将）

７月３日（金）５名の講師（栄養士・保育士・警察官・公務員・サービス業〈ホテル〉）の方に来ていただき、

職業観や勤労観を養うため、全年次を対象に進路講話を実施しました。講師の方々からは生徒たちの進路選

択につながる内容のお話をわかりやすく丁寧にしていただきました。本校卒業生の講師からは、より身近な

立場から在学中に取り組むべきことを教示していただきました。講師の皆様、ありがとうございました。

【生徒の感想】

『どの講師の方も学生のうちに勉強を頑張るべきだと言っていたのが印象的でした。誰かに言われたからや

るのではなく自分自身で進路を決めて目標を立てて、その決めた目標に向けて少しずつ頑張っていけるよ

うにしたいと思いました。』（１年女子）

『社会人と高校生では、時間の使い方が異なったり、責任の大きさが異なったりするということがわかりま

した。学生のうちに勉強をしておくのが大切だと思いました。』（２年女子）

『社会人になっても挨拶や返事、笑顔は大切だということがわかりました。どの職種も、その人に合った接

客をする必要があり、相手に合わせることが大切だとわかりました。今後の学校生活も積極的に行動し、

何事にもチャレンジしていこうと思います。』（３年男子）

７月１５日（水）本校の恒例行事となっ

ている行合崎の清掃活動を行いました。

当日は天候にも恵まれ無事に活動を終え

ることができました。残念ながらゴミの

量は例年以上でしたが、生徒たちは手際

よく、大小様々のゴミを協力しながら片

付けていきました。景勝地・行合崎の自

然保護につながる活動となりました。

生徒のみなさん、

お疲れ様でした！！
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